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研 究 報 告

1 まえがき

わが国の経済を支える就業者は約6,500万 人

である。その内、長崎県の就業者は同65万人、

全国の1/100である (参考総務省統計局)。 長崎

県の就業者の2/3はバスまたは自家用車で通勤

している (参考資料 1)。 これだけの人々が同

時刻に移動するだから当然、交通渋滞が起こる。

平地が少なく道幅の確保が難 しい長崎県の都市

部では尚更である。交通渋滞は時間やエネル

ギーロス、環境悪化、労働意欲の低下等をひき

おこす。それは車社会が抱える全国的な喫緊の

問題 となっている。その大きさを金額で表すと、

全国での損失額は l kmあ たり5億 2千万円/年 、

長崎県は同703万 円/年 となる (参考資料 2)。

経済的損失は決 して小さな金額ではなく速やか

に交通渋滞は改善されなければならない。

長崎県では渋滞の指標 として混雑時の平均移

動速度を公表 している (参考資料 3)。 最も渋

滞する区間は長崎駅前で20b/h未 満、それに

接続する時津、南長崎は20～ 30km/hと なって

いる。このような県都の渋滞緩和策として、長

崎県は地域高規格道路である西彼杵道路 (奥 ノ

平時津線)と 都市計画道路である長崎外環状線

の建設を計画 している。本書は当社が長崎県長

崎振興局から受注 した道路の設計資料を得るこ

とを目的とした二件の地質調査業務をとりまと

めたものである。

さて、企業が行 う地質調査 (公共事業)は経
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済的 。社会的要請のもとで実施 されるが、それ

には納税者の理解が必要となる。公共事業はこ

の点が重視 される。上述 した事柄はその点を考

慮 し、公共事業の理解が深まることを期待 した

ものである。併せて 「あとがきJに私の実体験

を記 したので御一読願いたい。

2 長崎外環状線

2-1概 要

長崎外環状線は長崎市新戸町 (起′点)～江川町

(終点)間 5 15kmを つなぐ都市計画道路である。

都市計画道路は都市計画法に基づき住宅地と交

通機関、公園をつなぎ都市の自動車交通体系の

根幹そして都市の骨格 となる道路をい う。地質

調査範囲は起点 (新戸町)か ら1.5～ 2 2km間 で

鹿尾ダム左岸側大山町である。

図 1長崎外環状線調査地
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2-2地 形地質

地形地質から調査地を始点側から盛土帯、断

層帯、急傾斜地帯の 3つ に区分 した。地質は、

ほぼ長崎変成岩類の泥質片岩からなり急傾斜地

帯の終点側に塩基性片岩が分布する。結晶片岩

/諄

の片理面は層理面と一致 し、断層帯より始点側

がほぼ水平であるのに対して断層帯の終点側は

走向が北東一南西をなし、緩やかに北西へ傾斜

している (図 2)。
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(1)断層帯 (F4～ F6)

1)斜面

断層帯は幅100m長 さ200m、 傾斜角 15° の緩

斜面を形成する。この斜面は地すべ りによるも

のとの指摘もあつたが①地下水位が低い、②岩

着深度が浅い、③片理面が流れ盤ではない等か

ら風化斜面と判断した。

写真 l No.8孔 (F5断層 )

斜面の表層 1～ 3mは (複数の断層によつて

土塊が脆弱となり)著 しく風化 して赤土 (w5Bs)

となっている。赤土は特殊土であり普通土とは

工学的性質が異なる。そのため赤土で切土・盛

土が計画された場合を考慮 し、サンプリングし

て三軸圧縮試験 (CUく Bar〉 )を実施 した。

表1三軸圧縮試験(CUく BAR〉 試験結果一覧表

せん断強度 全応力 有効応力

粘着力o(kN/m2)

内部摩擦角9(° )

湿潤密度(g/Cm3) 19(19kN/m2)

写真 2赤土 (w5-Bs)の 力学試験前後の試料
供試体は垂直応力が減少し吸収膨張を起こすため土
被り厚相当で圧密させたせん断試験が必要

2)地下水

断層上部には断層粘土を不透水層とする宙水

が形成 されている。N08(図 2、 4)の水位観

測孔に耳を近づけると水流の音が聞こえる。こ

れは宙水を支えていた断層粘土がボー リングで

破れたため、宙水が孔内に落水 している音を聞

いていると考えた。豪雨後は水音が大きくなる。

断層粘土は地表まで連続 しているため、地表水

は断層に沿ってす ぐに落水箇所に到達する。そ

の過程で水音 (水量)が増 しているものと思わ

れる。

3)植生

長崎市大山町では茂木町と並んで筍が多く生

産出荷されている。癖がなく柔らかいのが特徴

である (長崎市HP)。 刺身としても美味らしい。

筍は断層帯の赤土上に多い (茂木も泥質片岩が

分布 )。 4～ 5月 の適度に含水 した粘土質の土

壌はミネラルが豊富でその生育に適 しているの

であろう。

表2赤土(w5-Bs)の 粒度組成と含水比(%)

粘土 シルト 砂 礫 含水比

7

交通渋滞 と地質調査

断層を突き抜い

たため落水音が

図 4 No.8孔 柱状図

写真 3 大山の筍
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(2)盛土帯

Fl～ F3の断層によってつ くられた凹地を旧

河床堆積物が埋めてお り、それを崩積土と盛土

が覆つている。断層を境に下層が塩基性片岩の

中硬岩、上層が泥質片岩 と塩基性片岩の風化軟

岩 となっている (ph 4)。

N02子L掘進中 (図 3)、 F2断層貫通後60cmの

水位上昇が認められた。断層直下に被圧地下水

が存在する。かつての小河川の名残であろう。

旧河床堆積物は炭化 した木片を含む湿地堆積

物である。層厚は lmである。その上位は泥質

片岩の崩落物で下部に木片を含む (図 5、 6)c

崩積土下部の炭化物は未固結状態の河床堆積物

(当 時の河床)に泥質片岩岩塊が崩落 したもの

と考えられる。

このような崩落岩塊は西彼杵道路建設工事中

にも確認 されている。本誌に投稿を始めて岩盤

基盤岩

図5 盛土、崩積土、旧河床堆積物の層序

の崩落物を確認 したのは、松浦 (泥岩)、 西海 (泥

質片岩 )、 そ して本地区で 3箇所に及ぶ。これ

らは第四紀のある時期 (気候が寒冷化 した海退

時)に泥質片岩や泥岩の崖が豪雨を誘因として

当時の谷間に一斉に崩落 したものである。なお、

国土交通省 (独立行政法人土木研究所)で は豪

雨による深層崩壊は長崎県では発生頻度が低い

県となっている (参考資料 4)。

一

二:L

図 6崩積土

盛土は層厚 6mの礫混 じり砂質土である。礫

は泥質片岩の他に安山岩や凝灰角礫岩が含まれ

る。盛土完成後数十年が経過 し、のり面が安定

を保つているのは良質な土を用いているからで

あろう。

(3)急傾斜地帯

30° ～ 35° の急傾斜地をなす。断層帯の終点

側か ら140m(図 2)は泥質片岩、それ以後は

塩基性片岩である。若千、泥質片岩がつくる斜

面勾配が緩い。塩基性片岩は中硬岩で風化に対

して耐性があるものと考える。

非常に硬質。軟質な泥質片岩と比較 して急斜面をつ

くりやすい。

霞 谷 武 司

写真 4 No.2子L(F2断層 )

編 親

写真 5旧河床堆積物に含まれる炭化物

旧河床堆積物

泥質片岩起源の砂質土
一部、火山岩起源の礫
を含む

下部に木片、炭化物含む。
このことから、河床堆積物
が未固結な時に崩落 した
ことが考えられる。

木 片 、 炭 化 物 含 む 写真 6急傾斜地の塩基性片岩
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3西彼杵道路 (一般県道奥ノ平時津線)

3-1概 要

西彼杵道路は長崎市～佐世保市間の移動時間

短縮 (1時 間を目標)及び一般国道206号の交通混

雑の緩和を目的とした地域高規格道路である。

地域高規格道路は概ね60b/h以 上の走行サー

ビスを提供できる道路とされている。一般県道

奥ノ平時津線は西彼杵道路の時津工区として時

津町日並郷と野田郷をつなぐ34血区間である。

3-2地 形地質

調査地は時津町鳴鼓 トンネルを抜けて東へ 1

kmに ある下山 (し たやま)た め池右岸下流域で

ある。地質は流紋岩、凝灰角礫岩及び安山岩か

らなる。流紋岩、凝灰角礫岩は時津火山岩類、

安山岩は長崎火山岩類に対比される。時津火山

岩類は県南部を広 く覆 う長崎火山岩類噴出前の

火山岩類である。その規模は長崎火山岩類 と比

較すれば邊かに小 さい。凝灰角礫岩 と流紋岩は

著 しく風化 し、地形は緩やかで低い。安山岩は

凝灰角礫岩に覆われ風化層は薄 く急である。調

査地の南半分を占め、溶岩円頂丘と思われる残

丘状を呈する。調査地周辺にはこのような直径

150mほ どの残丘が点在 している (図 7)。 噴出

年代が古い凝灰角礫岩が新 しい安山岩類を覆っ

ているため、安山岩は貫入岩体である。これ ら

の地質構造は火道 (安山岩)と その周 りに噴出

した火砕流の関係を連想させる (ph7、 図 8、 9)。

(1)安 山岩

安山岩のボー リングコアは固結部 (棒状)と

自破砕部 (礫状)と に分かれる。凝灰角礫岩 も

礫状に見えるため自破砕部 と混同じやすいが、

自破砕状安山岩は次の二′点において凝灰角礫岩

とは異なる。①礫に見える破片が同質、②固結

部の上下に自破砕部を伴 う。

自破砕状安山岩(H27-N59)

安山岩の上下に自破砕部がある

凝灰角礫岩(H27-N64)

やや変質している。風化層から新鮮部へ急変する

流紋岩(H27-N65)
著しく変質し風化層が厚い

写真 8 基盤岩のコア写真

交通渋滞 と地質調査

写真 7 安山岩と流紋岩

図 7奥 ノ平時津線調査地
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交通渋滞 と地質調査

(2)凝灰角礫岩 と流紋岩

凝灰角礫岩の礫のほとんどは安山岩である。

それに混 じつて砂岩 と片岩の微片が認められ

る。これは深部にある基盤岩の存在を示唆 して

いる。凝灰角礫岩 と流紋岩は風化による褐色化

が著 しい。岩石が褐色化するのは雨水が亀裂を

介 して地下に浸透する際におきる。雨水には酸

素が溶け込んでいる。これを溶存酸素 とい う。

雨水が地下へ浸透する過程で溶存酸素は地中で

消費され岩盤内の鉄分が酸化する。溶存酸素は

鉱物中に豊富に存在する酸化第一鉄をより酸化

の進んだ酸化第二鉄に変えて岩石を風化させて

いる (参考資料 5)。 このことから以下の考察

を展開した。

ボー リングで確認 した風化層 と新鮮部 との境

には孔内水位が観測 されている。この観測水位

を地下水位 と見なせば地下水位より上位は風化

岩 となり、同水位以下は新鮮で化学的に安定し

ていることになる。 ところが、安定しているは

ずの新鮮岩盤であつても、切土することで地下

水位が下がり、地下水位より上に露出すれば応

力解放 と上述の化学反応によつて風化が促進 さ

れる (褐色化が進む)こ とが考えられる。

おわ りに

何年前かは覚えていないが、私は県道45号線

を使つて長与から東長崎に車で通勤 していた。

長与までは車も少なく快適であったが、峠を越

えて長崎市に入 り川平小学校前のT字路が近づ

くと (T字路から手前100m)朝 の渋滞につか

まる。当時のT字路付近は車の離合ができない

もので互いにや りすごしながら通行するので朝

の渋滞はひどいものだった。それでも15分 ぐら

い待っておれば通過できたのであるが、のろの

ろと動 く車の間を縫 うように児童が集団登校す

る。その姿を見るのが申し訳なくとても嫌だっ

た。

全国の公立小学校の通学路の内、歩道 と車道

が分かれていない等、安全対策が必要な危険箇

所は2016年 3月 末時点で計5,552箇所に上る。

渋滞は経済的損失や環境問題だけではない。安

全に人が往来できることが最優先である。それ

が児童であれば尚更である。なお県道45号線 T

字路は既に整備 され児童の安全確保 とともに渋

滞緩和がなされている。

写真 11 整備 された県道 45号線 T字路
 |

最後になって しまつたが、本誌 をま とめるに

あた り長崎県長崎振興局建設部道路建設課の皆

様には親 しくご指導頂いた。また、長崎市大山

町及び西彼杵郡時津町の皆様 には惜 しみないご

協力を頂いた。 ここに記 して感謝 申し上げる。
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